
ｄ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
０
１
Ｉ
■
Ｉ
ｌ
ｒ
ｈ
■
■
０
■
■
Ｉ
且
■
■
１
１
■
１
１
■
■
Ｉ
■
Ｉ
凸
Ｉ
■
Ｉ
■
１
１
１
１
■
ｌ
ｒ
ｌ
ロ
ロ
Ｆ
１
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
０
ｌ

こ
の
詩
に
つ
い
て
高
田
真
治
『
詩
経
』
ｎ
次
の
よ
つ
｜
人
語
釈
す
る
・

湊
水
は
、
零
②
都
城
の
西
北
か
今
流
打
了
城
西
一
ぐ
淘
水
に
合
流
し
、
南
に
向
い
・
穎
氷
（
河
南
）
に
入
る
。

鄭
国
の
士
域
⑦
誤
逓
の
嬬
光
で
あ
る
．
害
に
な
っ
て
水
が
融
け
．
ま
さ
に
水
が
遍
有
あ
ふ
洞
ろ
。
こ
の
扇
た

〃
に
藤
袴
が
多
く
生
ず
る
の
で
．
あ
た
か
も
こ
の
鯖
に
当
た
っ
て
．
舅
も
堂
も
諒
誇
芝
取
り
に
遊
び
に
出
か

け
ろ
．
立
口
男
に
同
か
二
１
-
「
観
に
行
幸
ま
Ｌ
よ
う
」
と
誘
う
．
舅
同
雲
Ｌ
莞
の
誘
い
に
口
応
ぜ
ず
、
「
も

う
観
辰
か
ら
」
と
こ
と
拘
る
が
、
互
口
妻
に
「
そ
洞
了
も
ま
あ
観
に
行
宍
ま
Ｌ
上
、
ラ
よ
・
清
水
を
難
ｈ
た
外

の
土
地
口
、
広
く
て
楽
Ｌ
い
二
と
よ
-
一
と
誘
う
．
清
水
の
ほ
と
り
は
、
人
出
が
多
く
て
蕊
沓
す
る
か
今
、
外

の
土
地
差
挙
げ
て
、
耐
つ
く
〃
Ｌ
た
い
と
馬
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
一
人
阿
、
ふ
ざ
け
鐵
価
あ
う
了
別
打

に
司
票
の
睾
逹
鯖
っ
て
《
相
手
の
好
壽
に
感
謝
す
る
Ｌ
ろ
Ｌ
と
す
る
・

眺
際
極
『
読
経
通
論
』
口
「
且
住
観
子
。
清
乏
外
。
洵
訂
且
祭
」
も
ま
た
舅
の
こ
と
ば
だ
と
す
る
。
￥
椚
な
ら

柵
訳
は
「
で
も
一
、
、
行
「
丁
入
よ
、
っ
か
／
済
⑦
ひ
わ
向
こ
う
は
／
と
つ
Ｔ
も
広
く
て
祭
Ｌ
い
ぜ
」
と
政
櫛
な
け
価

は
な
ら
ぬ
、
こ
の
方
が
お
も
Ｌ
弓
く
実
情
に
巳
近
い
の
で
は
な
い
か
と
察
す
る
か
-
高
田
釈
は
毛
伝
に
郷
〃
、
宮

代
に
口
一
般
一
卜
そ
蛮
風
が
通
用
Ｌ
た
こ
と
を
考
え
桐
は
-
こ
こ
下
し
莞
椚
を
基
本
に
す
る
。
薑
の
孔
穎
建
の
碗
に

互
の
慣
急
に
し
て
。
又
男
に
勧
め
て
云
う
「
且
つ
煽
辰
更
に
注
ぎ
観
ん
か
。
淌
椥
聞
く
．
『
病
水
の
外
は
陰
に

臺
大
に
し
て
且
「
楽
Ｌ
と
』
且
つ
椙
与
に
之
乏
観
ろ
べ
Ｌ
」
と
。
こ
こ
に
希
て
士
二
門
に
炭
ラ
。
二
舸
士
と

せ
と
、
因
っ
て
即
毎
冥
洞
椙
与
に
鐵
美
Ｌ
て
・
天
啼
刀
睾
差
庁
、
フ
・
そ
刀
列
三
三
一
、
受
血
で
わ
、
士
二
刀
堂
星

贈
之
以
勺
彗

勺
蕊
の
ヌ
レ
ゼ
ン
ト

拝
具
相
屋
あ
打
安
房
ふ
ざ
け
イ

１

１

Ｉ

１

１

１

１

４
１
０
口
Ⅱ
Ⅱ
１
１
７
↓
ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
ｌ
Ｕ
Ｂ
■
Ｉ
Ｄ
Ｇ
６
，
１
◆
Ｌ
り
巳
Ⅱ
１
１
１
０
‘
０
口
■
Ⅱ
Ⅱ
■
７
０
，
ｂ
■
■
■
ロ
ー
Ⅱ
０
０
日
■
ｒ
０
Ｐ
０
，
，
１
-
Ｉ

銅溌糯穂蕊錘諏溌鯵蕊謡認卿黙野諦睡蘇率蕪錘'３-Ｉ Ｓ 7９６



！・義一菫宰司に曰く・毒写演。芦嶺嘉一〈一フ。一言門桃花杢卜勿時、一窒雪ノ・郭雷易塔、一言屍卜三一-、易

水
に
お
い
一
ｌ
招
魂
続
饒
し
示
祥
産
瀕
除
す
る
一
物
甑
な
り
．

衝讓、濤代に趣ころ国→碧一〆、、この一詞に〉三-、蓼の信栖耐《員ｃ」いつ丑弐竺塗（雪”一．峠が-『論語差一へ這

仮
八
書
舂
舂
服
醍
に
成
剛
-
憲
一
言
睾
へ
人
一
雪
工
へ
十
一
人
・
町
に
浴
し
塞
臺
「
に
園
-
一
詠
じ
-
１
帰
ハ
「
ん
Ｖ
と
い
う
の

．
足
，
仁
ふ

は
た
幹
か
ん
上
已
の
械
穰
一
刈
鈩
⑦
一
ぐ
弱
一
つ
。
招
魂
義
魂
拘
が
目
一
の
こ
と
ば
一
く
い
、
え
ば
「
翌
振
り
」
の
行
事
に
八
夫
婦

の事Ｖ一三ロブだがどうゞ
か幸一断定す一る方ぼ拘乏い-）にぼないが・藁⑦一々
か今雪三垂誌-っこの言一Ｉ-よ二く

当
蒔
の
罫
国
の
自
由
な
気
風
達
窯
す
る
ご
と
が
で
一
三
電
白
川
詳
言
福
本
詩
霊
研
究
違
論
凄
二
に
い
「
／
・

郭は一恒公の入弱だ」《『″-１達了ら己に自一三、、柄了いろが、〉マの地口実ぼ鶚商②絞淀で詞川〃・〉-１

の
壹
陽
雲
都
泌
訶
Ｌ
久
Ｌ
妾
に
、
だ
ぅ
了
お
〉
マ
う
ぐ
ｎ
苣
郡
で
お
う
た
と
二
言
で
あ
る
・
罫
の
入
埴
勿
シ
ニ
、

菫
乗
を
開
い
Ｔ
妬
防
了
冒
Ｌ
た
と
い
う
子
一
崔
の
語
左
鱈
昭
十
六
茸
ロ
）
了
の
毫
味
に
お
い
て
謡
う
ぺ
／
ヘ
〒
こ

に
ｎ
段
商
以
来
の
噛
蔑
的
民
族
が
な
お
多
数
残
存
Ｌ
・
窯
澗
⑦
製
昨
等
に
従
事
Ｌ
了
い
辰
い
桐
け
手
工
叢
の

中
に
塗
ぐ
あ
っ
辰
．
郭
の
入
遁
の
際
匡
戸
今
例
商
人
と
冶
人
ど
契
絢
国
家
に
近
い
協
定
が
鄭
室
と
の
間
に

行
わ
同
手
工
業
音
は
〉
了
⑦
結
果
自
治
的
な
特
権
差
享
受
Ｌ
了
い
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
桝
ば
か
楓
弓
⑦
旧
善

力
が
そ
の
ま
ま
封
’
一
い
入
殖
苣
に
よ
っ
了
承
罰
巽
満
た
く
乏
差
意
沫
Ｌ
、
鄭
国
の
文
批
が
決
Ｌ
て
鄭
の
八
通

『
太
平
卸
黄
』
巻
一
ハ
に
い
う
。

淫浅祁乱とするのは篤の這一震溺一い、一室っ．だが．一三一の家全癒篇争迂ご一つ馨一訓の民箇一癖、室望つ「ゞ
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霞
索
己
字
と
い
う
へ
、
幸
雷
の
｛
ノ
託
ね
隙
ろ
誌
癒
一
．
読
経
ゞ
一
に
男
え
る
こ
と
、
篝
桝
が
一
種
の
恋
震
詩
で
夢
ろ
こ

と
び
わ
か
→
，
辰
が
、
￥
「
幽
電
・
」
ば
莞
・
え
薄
迩
．
「
崖
雷
」
の
文
宰
轟
貝
え
蟇
・
己
作
・
文
織
煎
篭
誇
②
「
溌
竪
」
だ
．

陀上一ぐ⑦不遇に宍雲Ｌ八・王人公が．、天帝に会お“一ノと。」１．、室芝さ妾よＶ・天門に近ずい、たゞ

紛
總
總
冥
濡
合
今
い
〃
み
だ
例
一
／
と
い
采
て
ぼ
汽
一
、
、
潮
了

斑
陸
瀧
其
上
下
耐
笥
ば
筍
と
い
ぼ
Ⅳ
働
壹
は
た
く
た
る

が
ご
Ｌ
印
み
か
ど

吾
令
帝
闇
翠
闘
今
門
塞
に
師
門
ひ
今
け
と
、
例
の
言
え
る
仮

ｒ

筒
閣
閨
而
望
予

御
門
仮
筒
僻
″
一
く
わ
洞
乏
舅
喜
の
爵

時
暖
瞭
冥
将
壼
言
く
減
・
脅
威
と
日
ほ
ほ
一
ｔ
人
と
す

に
感
じ
去
る
も
の
で
な
い
こ
と
左
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
古
い
文
代
胸
伝
鋺
と
．
宗
国
の
滅
亡
に
よ

る
職
能
向
氏
族
内
部
仮
達
行
Ｌ
匠
部
舅
の
解
校
が
、
こ
の
地
に
極
切
了
自
由
な
都
市
釣
雰
囲
毒
至
生
み
出
Ｌ

Ｔ
い
た
と
み
ら
椥
弓
。
罫
風
の
諸
濤
は
ご
つ
い
う
首
臺
か
．
勺
理
解
六
打
ろ
べ
寮
も
の
了
-
あ
っ
て
．
あ
る
毒
味

Ｋ
お
い
了
そ
の
こ
と
ば
壬
疫
鄭
郁
衝
に
も
通
す
る
と
こ
え
が
あ
る
。
．
た
だ
郷
郁
衞
は
か
つ
て
⑦
三
監
の
薮
な

ど
も
あ
う
了
・
寅
菫
あ
る
い
ぼ
入
看
言
た
考
衝
室
⑦
規
制
力
が
な
お
翌
大
す
る
己
の
ぴ
あ
″
、
そ
こ
に
君
子

諾
項
の
諒
歪
主
む
と
同
時
に
、
社
会
詩
・
圭
活
詩
蚕
興
す
に
至
司
だ
が
、
鄭
口
・
商
人
屋
治
窒
景
則
と
Ｌ
て
承

認
Ｌ
た
昌
一
！
あ
る
か
ら
・
読
岩
者
の
縄
割
ば
讓
簿
一
ｒ
あ
り
-
そ
う
い
つ
誌
か
生
御
な
か
っ
た
．
〒
の
文
化
的

時
暖
瞭
真
將
壼
言
く
減
・
脅
威
と
日
ほ
ほ
一
ｔ
人

箔
幽
漂
流
延
庁
・
幽
譲
乏
延
・
す
じ
一
浜
仁
ず
む

煽錠昼こく〉での社へ一三主潅何壜残篭謬曇ずつしかワ〃自室》、夢・〃‘》くれが畠笥罫肺ⅦＡ仏亡

●

て
民
謡
辰
反
映
し
て
表
了
い
ろ
《
堂
の
・
認
割
譲
び
零
一
い
と
い
う
〃
こ
と
迄
莞
の
尺
弱
一
ぐ
あ
ろ
。
へ
可
自
由
一

Ｓ旧- ’ 7９８



…
ｊ

合

好
蔽
雲
而
嫉
妬

好
蔽
雲
而
嫉
妬
典
宗
人
の
ｒ
美
、
衰
藏
い
て
ね
た
み
に
く
ゑ
め
．
〃

天
に
さ
え
害
椥
筍
椚
胸
こ
と
を
な
げ
表
・
卜
言
に
う
ら
毎
ｎ
ご
ろ
．
卜
言
は
這
瀞
せ
よ
．
と
す
す
め
る
が
，

世
幽
味
以
肱
躍
号
置
ば
く
ら
く
ま
な
二
・
く
琴
罰
ま

誠
云
察
余
之
薑
霊
た
紙
か
わ
が
よ
し
あ
Ｌ
を
莞
詞
同
な
ん

戻
好
雷
冥
不
眉
号
人
の
好
む
と
憶
む
と
ほ
高
じ
葱
、
勺
ね
ど

嵯
此
繁
入
真
独
奏
こ
の
や
か
-
ら
こ
と
に
蕊
や
！
｝
も

戸
服
叉
川
雲
睾
言
入
ご
と
に
読
令
く
ご
之
身
に
っ
口
了

雷
幽
溺
其
不
可
原
言
い
河
吟
く
幽
霞
は
短
ぷ
べ
か
令
ず
と
２

こ
の
一
は
か
「
寿
回
国
」
に

雷
産
幽
而
狸
芳
雷
と
茜
は
か
す
か
な
”
ど
も
ひ
と
り
吉
ば
し

Ｇ、

の
句
が
あ
り
「
幽
葡
」
￥
の
も
の
で
同
な
い
が
準
じ
弓
倒
と
Ｌ
丁
あ
げ
ろ
こ
と
ぶ
で
ま
る
・

千
毒
逓
の
注
口
、
川
に
つ
い
了
八
室
ウ
二
こ
君
は
、
時
世
旨
味
に
Ｌ
Ｔ
朗
君
あ
る
無
し
・
周
行
票
極
Ｌ
Ｔ
豊
士
に

遇
わ
ず
．
故
に
芳
菫
芝
鏥
び
、
長
宣
し
て
還
吟
人
と
す
弓
意
あ
る
琴
〃
Ｖ
ｚ
い
い
．
臼
に
「
い
て
八
言
う
二
二
三

口
・
琵
国
に
了
ば
声
ご
と
に
白
言
壷
照
Ｌ
千
の
妻
帯
に
満
て
．
も
『
て
苓
芳
写
″
と
蔵
し
べ
か
え
っ
て
幽
諒
は
舅

栗
莚
謡
い
脈
ぶ
べ
か
局
ず
と
な
す
な
〃
、
も
う
了
言
の
謹
信
を
親
墳
し
忠
巨
逢
憎
遠
Ｌ
Ｔ
肯
で
近
づ
け
ざ
る
乏
菫

う
な
り
Ｖ
と
い
い
-
ａ
に
つ
心
了
八
も
う
了
寶
人
の
深
山
に
居
ろ
と
篭
も
￥
の
庵
正
の
・
行
を
宍
杓
さ
ろ
を
三
う
Ｖ

蕪-４．郡、。《

雫一一》》一一》》一

鰯【，。．

〆
ら

山舛偵牙Ⅷ岨艸判川削１１１６切祖月。〃０

■
●
■
Ｉ
上
９
１
８
凸
？
▲
ｏ
-
９
▲
Ｂ
Ｕ
８
６
■
■
５
４
も
凸
■
０
９
９
４
Ｊ

、

Ｃ一'３-’ ７９９
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’’■Ⅱ１１Ⅱ▲９９６ⅡＯ９６
４
Ｕ
１
Ｄ
凸
１
１
■

１
，
１
◆
ｌ
０
ｆ
Ｉ
０
Ｐ
ｌ
ｌ
９
Ｐ
ｑ
ｑ
昌
４
４
口
０
ｌ
９
９
９
ｊ
ｌ
Ｄ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｆ
Ｌ
-
Ｆ
Ｉ
０
ｌ
６
Ｉ
７
ｌ
ｌ
ｈ
Ｌ
７

よ
勺
了
あ
る
．

臣
榛
″
丁
之
芽
一
藪
Ｌ
、
幽
雨
白
雲
の
．
躍
一
妄

０

は清高①ものとし一-、いる駒一ぐ謁言・一，．，

と
い
つ
。
こ
の
ｑ
の
注
に
ま
つ
了
「
幽
」
が
深
昌
忠
正
の
概
念
を
ふ
く
み
う
る
諾
で
あ
る
こ
と
が
權
察
さ
価
ろ
→

な

○厘

・７

「
離
議
」
に
何
，
八
狄
慧
芝
鋼
い
下
以
了
原
と
守
す
Ｖ
八
朝
に
何
吐
⑦
木
雨
を
雲
り
Ｖ
八
余
既
に
繭
査
滋
う
ろ

こ
と
河
臓
Ｖ
・
：
：
琴
と
と
霞
字
が
多
出
し
-
木
藺
陣
討
種
の
値
物
だ
か
ら
お
く
と
し
で
も
、
莞
穀
ら
は
い
ず
抗
Ｌ

司
高
く
好
も
し
い
死
と
Ｌ
-
ｌ
臣
か
抗
ろ
．
し
か
し
八
鋳
ば
篭
紡
ｘ
Ｌ
-
く
奏
易
す
／
ま
た
両
ぞ
以
て
滝
苗
一
・
ペ
け
ん

ヤ
／
薦
正
餐
じ
て
芳
Ｌ
〃
ち
ず
／
三
毒
沌
Ｉ
二
ｌ
茅
と
ぼ
ろ
／
・
：
．
／
余
は
軍
を
哩
丁
篇
む
く
！
｝
と
言
ご
り
／
お
扇

一旬■・

実
ワ
ベ
！
）
て
害
の
み
罠
Ｌ
／
｜
域
の
美
乏
要
一
ｒ
、
で
以
て
俗
に
従
い
．
か
い
そ
め
に
表
芳
に
列
す
る
達
得
た
い
Ｖ
と
「

た
つ
よ
う
辰
領
舜
が
た
い
．
項
７
蚕
，
喜
の
同
型
園
だ
け
画
弱
だ
。
で《・ラ足

宋
王
の
俘
Ｚ
伝
え
ろ
「
霊
翫
」
に
入
差
一
…
：
弓
一
三
騨
壽
硯
室
に
壽
面
一
・
三
〉
三
廐
、
（
平
牢
仮
止
む
、
中
に
轌
雲
編
岻

ぞ
臣
緩
〃
て
之
芽
一
藪
Ｌ
・
幽
葡
白
雲
の
諺
壼
敏
“
す
ｖ
し
員
、
勺
‘
「
謁
賦
」
箒
罰
も
の
腫
辱
色
女
亭
に
近
い
が
・
幽
簡

か
笥

謡
の
蕾
植
の
「
洛
鐸
蹴
-
一
反
、
池
童
が
。
八
望
蕊
の
芳
毫
に
鐡
み
・
希
一
室
！
、
出
煽
に
識
瞬
寸
／
Ｖ
と
い
い
八
諦
達
含

設
了
未
だ
吐
か
ざ
る
に
．
気
鳳
幽
濁
の
ご
と
し
Ｖ
と
ｒ
う
。
す
で
仮
篇
言
乏
転
え
了
．
神
秘
闘
な
砿
美
乏
・
も
含
む

震
．
筵
い
え
・
ぼ
室
詞
謹
』
冨
閏
に
一
斤
索
」

譲
遇
行
一
露
し
っ
と
“
這
の
一
認

壼
一
添
鼠
壷
朝
に
も
鐺
に
己
励
宗
尺
い
制

謂
行
多
露
這
仮
何
露
が
〃
多
い
の
で

う
み

謹
謂
雀
鐸
角
筐
画
角
写
！
」
と
誰
か
が
・
い
う

晩
Ｍ
Ｈ
川
副
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
Ⅲ
叩
Ⅱ
Ⅱ
帥
即
Ⅲ
Ⅳ
Ｕ
ｍ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
９
Ｊ
碓
拠
１
日
Ｄ
Ｄ
Ｉ
い
削
り
Ｉ
Ｉ
ｊ
７
０
ｂ
９
Ⅲ
即
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
１
１
り
ｈ
Ｄ
Ｌ
ｒ
ｂ
Ｐ
Ｐ
ｂ
角
●
６
１
０
８
■
日
日
写

’１１１１Ⅱ９１４６ＰⅡＩｌｌ０ｌＩ９ｌＩｌＩｌＩｌｌ１Ｕ-ＶＪＶｊｌ甲０１’●■９０Ⅱ０１０口Ｐ９９０６Ｊ０１ｄｌ０ｌｂｂ“９ＩｏＢ０６Ｉａ８８ｃＩｌｆ凸８９０Ⅱ００，凸０６８Ｆ０■■９０９００１小１，１１１１１’１冊ＬⅢ叩Ⅲ叩叩叩ⅡＭ皿川Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
ｌ
ｑ
ｌ
Ｉ
■
１
１
１
１
■
８
９
ｒ
“
１
０
。
■
▲
ｆ
ｂ
Ｂ
ｑ
■
Ｆ
０
且
ｒ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
１
？
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
Ｉ
９
６
１
ｌ
ｌ
６
ｐ
ｌ
１
ｌ
ｒ
ｆ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｂ
■
１
ｐ
０
ａ
８
ｒ
Ｂ
■
９
０
巳
８
■
■
■
■
■
■
ｐ
卜
ｂ
Ⅱ
８
１
■
１
４
■
ｑ
Ｉ
-
ｊ
・
日
１
０
９
７
ｌ
ｂ
。
ｌ
』
０
１

朝
に
も
鐺
に
己
励
宗
庇
い
け
門
ど

」が易喜。
rこ

▲
Ｂ
Ⅱ
０
■
■
且
■
・
■
■
Ｂ
Ｆ
Ｐ
●
，
■
ｑ
ｇ
ｂ
Ｉ
Ｐ
。
Ⅱ
０
０
■
６
-
４
１
４
．
．
ｈ
Ｉ
０
０
０
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ専

一

窒一

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ
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な
ん
か
濁
声
き
せ
ん
-

野
育
蟇
華

零
露
簿
合

ろ

４．、

差壷ぐほ「離蕊」に八朝に太關の壁露を甑異タベに秋菊の落芙を書うＶといｕ星雲蕊回

く
５
丁
了

風」に八湛露の浮涼を吸い凝一霜の雰雰たるに荻ぐＶといい、九箒に八白露既に箔草に下り、奎ち

篭坂とＬ一ｔ此の梧獄あ〃Ｖ八秋既に先ず戒むろに白露を以てし、窓は又二楓に申切るに嚴雷乏以

室
家
不
定
ね
た
し
と
宗
も
つ
気
も
な
い
の
に
第
二
菫

恋
！
｝
い
人
の
と
一
三
へ
な
差
霊
-
い
め
国
．
・
も
通
い
辰
い
が
・
票
理
じ
い
に
壽
ぼ
，
つ
と
す
る
あ
ん
だ
の
い
う
こ
と

ん
か
濁
声
き
せ
ん
、
と
い
う
重
の
拒
否
達
う
た
、
う
．
の
だ
と
き
楓
石
・
鄭
風
「
罫
育
辱
菫
」
に
い
う
。

句

・
逼
糀
蒙
言
ｈ
た
し
の
ね
が
い
字
一
筆

一
房
露
に
ぼ
柤
手
の
壱
目
の
潰
冷
と
￥
椚
乏
見
つ
め
る
人
の
二
ほ
楓
ろ
よ
う
な
馬
票
が
結
晶
し
た
美
し
さ
が
あ

何
以
遠
我
獄
〉
て
ん
な
ら
汀
人
で
ｈ
た
し
を
裁

碓
速
栽
獄
わ
た
し
萱
裁
判
に
か
け
庇
二
-
、

芦
壽
一
人
幸
洞
い
な
・
お
方
が

瘡
楊
碗
今
目
Ｌ
ず
つ
弓
〃
と

鐙
遁
椙
遇
例
ぐ
〃
あ
い
一
Ｋ
い Ｏ

〒
ん
な
ら
な
ん
で
ｈ
た
し
を
裁
判
に
か
け
る
の
か

野
”
ヘ
に
蟇
く
ま

露
し
弓
と
川
と

旧２１ 801



１

１

一一一

王
参
一
１
，
雪
い
-
て
宍
て
ふ
と
悪
い
「
ノ
い
一
-
、
調
一
實
報
鍔
鯛
「
-
．
-
や
，
、
ラ
《
た
。
“
、
．
．

②
型
頚
戴
’
三
堂
弐
二
露
芳
臺

八
怪
瓢
幽
の

た
る
．
一
大
舵
の
雑
損
三
雲
一
ｊ
・
壽
蕊
の
毒
邑
を
砲
く
。
：
。
；
・
・
室
一
ビ
受
け
一
・
舎
廼
廷
呼
門
ん
ど
し
、
・
丁
鼠
Ｆ
一
パ

ク

舅

を

雪

Ｉ

Ｉ

Ｕ
-
．
、
皀
睡
し
、
．
：
．
（
Ｉ
｜
、
｝
芋
引
岬
一
味
乙
願
』
よ
岬
多
／
’
一
．
．
-
、
巽
僻
Ｌ
Ｔ
一
１
．
、

合
一
Ｖ
ゞ
’
；
一
；
！
‘
-
』

く
の
口
鋒
董
参
蕊
し
一
Ｉ
概

飼
幽
瀞
⑦

含

亨

弓

ウ

贈

一

、

丁

！

-

》

ぜ

、

，

便
鄙
-
だ
力
・
一
房
文
三
か
今
回
河
詞
イ
〉
ふ
シ
、
篁
莞
週
Ｉ
）
な
ｉ
ｖ
「
酌
葡
賦
」
芝
読
ん
で

０

。

Ｉ

●

０

。

↑

８

８

■

ロ

ロ

寸

！

”

、

・

１
１
１
匠
一
に
ｚ
う
ウ
コ
小
、
小
蕊
：
一
歪
派
壽
ソ
三
・
に
癒
罵
い
患
Ｌ
も
，
造
ル
ー
．
が
へ
庇
で
謎
Ｊ

誌

の
’
一
〃
い
，
か
ゞ

凸

○

→、、→１ｂ・
幽
霞
の
塞
が
「
躯
哺
蔀
-
一
〆
嵩
噌
ご
い
-
、
い
喜
呂
』
よ
￥
こ
・
-
』
，
／
／
｜
上
一
／
う
う
．
，
・
』
蕊
、
《

一
の
う
一
‘
！
と
-
噂
二
シ
、
一
唾
〃
．
-
←
噸
は
毒
謹
勇

一
へ
、
●
、
．
・
一
’
一
，
、
昼
一
一
蜜
へ
一
稀
〉
・
・
．
．
！
。

承迄Ｖと，１．・でＩ二・｜・」三重・夙「→．全Ｌ達…吻勺-〆

一
屋
伝
一
定
茎
-
一
；
四
年
に
莞
之
一
．
も
の
ご
、

つ

８８０。-／〃口

勺
ｊ

藍
、
一
仮
病
・
｛
ノ
わ
制
ろ
裁
認
”
っ
。
・
帝
、
！
．
さ
ゞ
・
く
衣
勺
に
再
「
｜
、

《
な
莞
う
て
語
る
ロ
ー
ｒ
．
な
く
へ
圭
屋
ご
寒
雪
〉
、
茅
ア

が

ｉ

つ

」

り

つ

ｒ

釣
か
、
ｎ
一
パ
Ｌ
何
調
う
縁
が
、
沢
衝
も
の
、
寺
、
の
三
ｒ
御
た
再
勺
か
．
一
ゞ
織
篶
蕾
』深菫置痕い弓／・

卓

建
の
雲
孫
一
…
…
菫
菫
．
←
Ｌ
Ｌ
く
〆
-

の
寿
一
菫
へ
承
澪
蚕
な
し
、
箔
言
・
漿
膜
・
蜜
爲
篝
・
諒
一
重
し
諜

壹
鱈
笑
壼
押
し

識
ｌ
寺
、
い
，
た
こ
と
何
間
違
い
な
く
・
露
お
く
塑
雷

ろ
繩
《
至
卜
泪
当
ろ
こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
震
い
寡
．
い
，

『も匂つ』◆一

γ

幹

須

駁

て
す
Ｖ
Ａ
霜
露
惨
筐
Ｚ
Ｌ
了
交
も
下
り
．
・
町
尚
お
奏
卜
冥
椥
済
ら
ず
Ｖ
七
諫
「
初
放
に
八
上
は
蔵
謬
一
Ｌ
Ｌ
了
露
を

防
宍
、
下
減
冷
玲
と
Ｌ
Ｔ
風
宗
た
ぢ
Ｖ
ｒ
ど
②
例
が
設
え
．
ろ
。
「
塔
緯
蹴
」
に
藏
測
が
な
い
。

「
幽
涛
露
」
と
い
う
と
き
．
い
・
一
ま
の
ｈ
た
し
た
ち
何
尺
だ
ち
に
熊
韻
辱
イ
メ
ジ
・
を
得
る
・
莞
⑦
イ
メ
ジ
ロ
害
代

⑦
人
が
こ
の
三
字
か
今
得
た
イ
メ
ジ
ン
三
-
っ
要
川
ロ
な
い
か
も
し
脚
侭
。
た
だ
．
「
鎧
蕊
’
一
と
百
露
」
と
壼
鑑
合

し
た
の
何
た
ぶ
ん
李
窒
び
は
じ
価
で
・
結
合
す
る
以
前
の
文
字
に
読
経
・
篭
蓋
の
用
劉
の
あ
る
こ
と
を
弩
ぴ
喬

裁
１
号
、
い
、
た
こ
と
何
間
違
い
な
く
、
露
お
く
塑
露
の
あ
る
シ
一
二
弓
匝
室
現
す
石
霧
小
小
が
．
「
塔
揮
競
」
｜
卜
お
け

Ｉ

Ｊ １

ヲ

ｇ０００ＩＢ■■ＢＵＧ■■■■０■■■●■Ｕ０■■ＵＵＩ９００ｒ０■０１００，-１１

Ｉ

｜

’

１
８
凸
９
９
１
４
１
１
Ⅱ
８
■
１
０
-
Ⅱ
０
-
日
，
。
■
０
０
１
１
．
０
-
１
１
１
１
Ⅱ
０
，
．
日
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
●
０
４
１
１
１
１
１
１
１
１
１
９
-
Ｉ
０
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
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一 一 一

声
が
一
壁
産
室
、
楓
た
た
鋼
に
-
目
か
ら
漠
と
種
、
一
-
へ
嵩
出
し
た
感
じ
乏
雲
勺
。
碧
廐
一
語
で
は
一
-
叩

で
廿
弄
と
切
玲
打
ろ
た
め
・
よ
″
一
薑
￥
、
の
窓
じ
を
謹
め
て
い
る
よ
う
だ
。

窯
栩
結
同
岻
寝
花
不
埋
剪

窯
初
結
同
応
が
室
禁
の
八
向
処
結
同
心
Ｖ
か
ぶ
つ
宗
一
く
い
喜
二
と
ｎ
冊
．
う
ま
一
ぐ
ち
可
旧
。
し
か
し
こ
う
の
這
い
ｎ

た
い
へ
ん
六
き
い
。
何
蝿
結
周
に
可
今
、
自
侭
を
錠
ぶ
べ
壹
処
か
‘
い
く
（
●
／
今
竺
銅
ろ
の
淀
．
寺
⑦
一
つ
は
蛇
一
卜
で

あ
る
庭
し
て
も
．
薫
物
詰
問
紺
一
ぐ
ぽ
・
同
臆
壬
・
蒜
ぶ
べ
宍
朔
が
ま
っ
た
く
票
い
，
淀
上
ぱ
も
と
よ
″
地
下
の
鞭
に

も。
『
照
物
」
億
一
墨
子
・
』
壹
孑
ト
ー
に
八
百
く
む
其
の
蕾
を
得
ば
・
物
と
し
て
長
ぜ
一
、
、
喜
黒
く
、
奇
く
も
真
の
篝
迄

夫
わ
ば
、
物
と
し
マ
、
消
せ
ざ
る
鶇
し
Ｖ
、
一
文
瞳
』
何
晏
「
雲
福
穀
賦
」
に
八
奈
寅
の
儲
ロ
物
と
Ｌ
丁
百
、
『
ま

石
蒸
し
Ｖ
と
い
う
の
が
古
典
に
お
け
る
顕
著
画
例
で
、
そ
の
「
無
」
ロ
不
査
打
消
Ｌ
了
積
極
田
だ
が
、
蟹
⑦
は
消

極
と
い
う
よ
〃
ゼ
ロ
な
の
で
あ
る
。

『
玉
邑
執
詠
崇
』
に
票
の
武
帝
の
「
有
所
思
」
菱
の
せ
ろ
《 ！一ハ９

．
０
令
-
９
０
１
１
１
■
Ｉ

タ

ｈ
判
副
剛
淵
測
１
１
Ⅱ
呵
剛
咽
胴
川
川
Ⅷ
州
川
州
１
脚
柵
Ⅲ
川
柳
側
！
’
-
-
・
棚
州
州
崎
，
雌
淵
叫
、
川
粕

空目男乱刃０毛．画４Ｇ月画侭田■ｑ●■■巳幻■■■α““■届■■■皿■■■同ｕ■■■包個■出■■■■■■毎回記■劃呵ご君旬旬日タト

１
０
１
１
１
．
０
１
凸
？
“
０
０
９
Ⅱ
Ⅱ
甲
’
●
■
ｒ
１
ｂ
ｒ
■
０
Ｔ
ｌ
Ⅱ
０

隼§、毎椚一に一卜して・も

Ｑ

て
ば
・
枚
「
べ
き

●

一
と
い
、
う
直
愉
法

●

Ｉ

'３２３ 勺〕（１）リノ
由
も
、
◆
△
、二■■『心ＲＯｂＱＨで０●一

１

１

→茎



と
二
ｚ
で
、
八
賎
菫
耒
思
析
Ｖ
は
薑
の
八
垣
詑
不
堪
剪
Ｖ
と
よ
く
似
ろ
．
鈴
木
は
「
有
前
需
」
注
に
八
癌
華

つ
う
く
！
」
Ｖ
両
．
篭
涛
に
、
所
疎
藏
号
遥
華
将
以
遣
手
離
皀
と
あ
る
．
花
壷
お
く
ろ
は
濤
繭
の
し
る
し
Ｖ

と
い
い
蕊
の
こ
こ
⑦
二
句
口
八
二
の
雷
同
な
に
か
ど
周
岻
結
び
壬
Ｌ
だ
く
お
も
う
て
い
る
弓
Ｌ
い
が
、
霜
献
べ
き

あ
い
て
の
品
物
が
な
い
、
暹
乏
お
ひ
た
他
の
聿
筏
口
ぎ
ろ
ね
う
ぢ
び
な
い
Ｖ
と
訳
す
石
．

謹
言
主
離
久
主
壹
杓
か
ｈ
を
し
て
ス
し
り
ロ
ど
と
た
楓
が
い
、
ふ
の
か
-

逼
憶
弓
君
別
お
壬
へ
と
別
れ
た
と
幸
の
こ
と
を
巧
や
つ
ど
お
も
ひ
だ
す
．

衣
上
芳
猶
任
わ
た
Ｌ
の
衣
⑦
上
に
は
お
ま
へ
の
芳
ば
し
さ
が
ま
だ
あ
る
．

樫
裡
妻
未
藏
、
八
Ｌ
の
手
⑦
ご
か
に
口
お
ま
へ
⑦
手
紙
⑦
字
付
予
定
表
え
ず
に
ゐ
ろ
・

腰
中
雲
街
伶
お
子
へ
の
腰
⑦
二
筋
の
あ
や
寺
樋
の
帯
、

琴
篇
同
心
浩
わ
た
Ｌ
何
琴
の
中
で
帯
打
王
同
肥
結
び
に
Ｌ
一
ｔ
や
っ
た
。

常
忍
所
歸
藷
た
だ
、
た
し
水
ど
ん
心
に
お
す
へ
垂
爵
う
て
ゐ
石
か
と
い
ふ
こ
と
び
外
へ
あ
ら
は
拭
何
廿

襄
菫
未
思
祈
め
か
と
い
つ
も
恐
籾
了
ゐ
ろ
の
了
、

ピ
ー
ノ
か
く
な
が
ら
折
。
Ｉ
わ
り
涙
Ｉ
》
壗
華
も
ま
た
祈
り
か
伺
了
ゐ
ろ
”
（
釡
不
虎
雄
訳
）

二
打
”
・
舅
が
-
せ
乏
鬚
す
う
￥
ぶ
″
ｎ
Ｌ
ｐ
が
筍
詰
箔
す
る
気
の
な
い
こ
と
を
ば
「
菫
、
″
示
し
た
詩
だ
．
『
論

なやい

諾
』
に
い
う
で
ｎ
な
い
か
。
八
「
雪
棟
の
死
、
扁
と
Ｌ
Ｔ
覆
せ
〃
、
豈
に
爪
を
痔
、
き
ら
ん
や
§
室
ご
椚
這
け
拭

呵
な
り
」
と
つ
子
臼
く
「
未
だ
二
侭
塗
忘
、
ざ
喜
な
″
，
〒
制
何
の
壼
幸
ご
と
か
ご
伺
編
ら
ん
」
と
Ｖ
こ
の
ど

の
立
場
に
藷
小
川
が
お
か
制
了
い
穴
と
才
ろ
尊
今
ば
・
小
小
侭
と
っ
て
ば
同
臓
左
結
ぷ
べ
さ
も
の
は
何
も
な
い
杓

け
だ

｡

凸
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蕊蝋鶏謹篭驚異憲識蕊墹蕊諦霊室鑪慰蕾蕊篝箪誉鳶薑ｉ蝿！《鰯…》-

菫
の
傍
の
雨
花
に
お
い
た
露
珠
ほ
・
未
な
か
三
兆
者
の
｛
浅
眼
と
同
様
。
死
績
愉
一
切
潰
滅
Ｌ
了
し
ま
い
、
も
ら

ぼや同心差結ぶべ一言、ものばないｖ・一雷上の脆い雲⑦まう穴管幽一価は切りと７丁鴎一つに堪一へ薪い”兜

「
煙
売
」
と
ば
〃
辰
だ
菫
に
「
-
も
や
灰
ヱ
ノ
泰
楓
灰
花
」
で
ロ
な
く
，
詩
海
な
と
に
ご
く
琶
逼
Ｆ
夷
ら
椚
石

「
嵯
妓
差
比
諭
す
弓
こ
と
ば
」
で
扇
〃
，
こ
の
場
合
は
ほ
か
漸
く
消
え
涙
蘇
小
小
の
象
徴
な
め
-
６
一
室
召
・
…
．

い
と
し
い
人
と
二
世
を
契
っ
た
⑦
も
は
か
な
い
箒
。
黒
い
主
ろ
に
王
結
ぶ
宗
も
な
く
ジ
唱
疲
の
私
は
〃
弓
受

け
さ
洞
い
ま
妄
に
は
か
な
い
舅
と
軍
う
て
し
ま
っ
た
。
（
檮
山
伊
勢
罐
）

つ

ち
ぎ
り
を
結
ぶ
Ｌ
ろ
Ｌ
と
て
ｍ
か
″
の
も
の
も
高
Ｕ
何
せ
楓
。
薄
霞
に
花
の
ぼ
か
し
の
色
摸
係
、
剪
ん
で
書

物
に
な
り
口
せ
め
。
・
無
物
結
同
侭
男
な
の
侭
が
一
つ
仮
な
「
次
誓
い
の
Ｌ
ろ
し
⑦
も
の
。
今
何
弄
椚
が

芦
打
と
も
己
に
畠
ら
葵
ろ
に
堪
え
ざ
る
唾
．
（
善
雷
｝

Ｌエ、り燭
に
情
有
る
人
と
共
に
同
化
芝
結
ば
ん
と
欲
す
楓
ど
も
←
而
拭
と
も
土
椛
咽
賭
．
装
っ
て
贈
る
に
堪
え
ず
。

（
菫
伯
害
-
-
陳
本
乱
-
斯
引
）
久
’
）
か
今
ざ
悪
二
と
媛
火
中
の
花
の
岨
！
｝
（
臺
漣
集
）

雷
雷
壗
寝
、
侭
に
不
震
差
檮
鼻
、
寓
菫
聿
震
、
此
の
輔
琶
仁
堪
う
．
（
桃
文
嘗
）

同
じ
に
⑦
、
壁
パ
″
を
結
ぶ
べ
-
壼
禰
な
く
．
夕
や
刃
に
包
ま
猟
ろ
託
は
難
弓
う
ど
Ｌ
で
も
切
る
ご
と
び
で
一
壷

震
哺
口
是
拭
臺
、
南
雲
痛
ば
是
打
義
小
の
薑
。
主
時
ぼ
同
沁
至
解
結
ぜ
し
び
（
編
ろ
い
ロ
ー
圭
蒔
ハ
周
叱
ヲ

諾
プ
ヲ
解
セ
、
ン
ガ
、
と
割
ず
ぺ
ぎ
か
）
、
今
臆
蛎
⑦
結
ぶ
一
コ
二
、
無
し
美
。
纐
需
言
痕
非
ざ
る
色
，
總
一
、
烟
花

（善不一や揖一副）

（
芸
葵
健
）
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Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

わ
た
し
口
こ
の
一
旬
差
八
遂
げ
ん
す
べ
な
表
契
リ
ロ
ズ
な
お
た
ち
が
た
さ
恋
い
二
二
弓
Ｖ
と
『
方
向
菫
一
室

了
訳
し
、
￥
の
Ａ
悪
い
ご
ニ
ズ
Ｖ
麦
『
幽
歓
菫
』
で
八
ｔ
言
の
は
な
Ｖ
と
孜
切
、
維
持
」
、
き
た
が
、
近
ご
弓
ま

た
迷
ラ
マ
い
ろ
・
召
に
あ
け
辰
読
の
つ
ち
撞
山
説
と
の
距
離
が
も
っ
と
も
近
い
だ
弓
っ
。

「
不
堪
剪
」
壷
ｈ
た
し
か
八
勺
お
た
言
が
た
雲
Ｖ
と
訳
Ｌ
た
例
は
梁
試
帝
②
八
畳
幸
末
廻
析
Ｖ
が
頭
に
あ
っ
た

か
ぷ
こ
Ｌ
言
う
匡
爵
う
．
「
未
悪
剪
」
偏
る
い
ば
「
不
疋
剪
」
な
ら
何
、
拙
訳
を
動
か
す
腱
書
付
あ
る
ま
い
・
尺
か

「
耒
褐
」
あ
る
い
、
「
不
悪
」
と
「
・
不
堪
」
ン
一
口
違
う
の
だ
。
￥
⑦
這
い
差
、
銭
木
訳
の
よ
う
に
八
し
か
ね
る
Ｖ

邑凸

と
八
す
ろ
ね
勺
ち
が
な
い
Ｖ
と
整
理
す
阿
阿
一
往
ぼ
う
ぎ
血
す
る
。
け
、
と
も
舅
に
け
．
「
官
街
柳
帯
不
蓬
析
、

．

、

、

、

、

、

、

・

里
晩
薑
声
勝
舘
結
」
（
河
南
行
試
十
二
月
禦
諄
正
月
）
の
句
が
あ
り
、
そ
の
不
埋
祈
は
折
石
ね
勺
ち
び
な
い
の
て

一

、

も

も

”
な
く
斬
り
か
ね
る
竺
ｒ
、
あ
り
、
ぽ
と
ん
ど
不
忍
師
と
同
じ
言
で
あ
る
。
寿
柄
な
ら
ば
「
便
淀
不
堪
剪
」
も
ま

た
不
忍
剪
の
方
向
で
弩
が
癸
患
し
な
か
「
〃
た
と
ほ
い
い
切
楓
㈱
。
尺

「
官
街
の
柳
帯
ぼ
折
る
に
湛
・
え
ず
、
早
晩
霊
蒲
縮
縮
す
る
に
勝
え
ん
」
と
は
，
ま
も
な
く
臺
蒲
の
よ
‘
う
に
結
べ

る
だ
弓
勺
か
ら
、
い
ず
は
壬
だ
幼
い
柳
を
析
今
ず
に
お
こ
う
、
と
い
う
ほ
ど
⑳
言
遁
い
未
来
の
恋
⑦
戚
就
の
可

能
性
逢
誤
侍
-
」
て
・
今
の
廐
読
壼
攝
苗
Ｌ
て
い
る
の
だ
。
三
野
州
小
歌
」
一
ぐ
何
「
初
の
同
心
蓬
結
ぶ
無
し
』
素
、
、

・
海
の
成
就
の
一
列
能
性
ほ
幸
っ
だ
く
票
く
、
予
舸
廐
現
在
だ
け
で
な
く
未
来
し
な
の
で
あ
再
う
。
〉
て
桐
な
ら
ば
「
煙

１

、

花
不
堪
語
」
は
-
煙
花
ば
剪
言
ね
う
ち
か
な
い
色
ぐ
、
な
く
、
剪
川
と
っ
て
も
無
駄
な
⑦
一
い
ば
可
Ｖ
淀
言
う
か
。

な
い
、
・
煙
流
春
が
す
む
花
、

棚
に
何
で
宍
ば
い
。
（
斎
諌
胴
）
野
山
の
風
情
壷
し
届
す
。
￥
、
何
絹
の
よ
っ
仮
見
え
る
が
．
雪
ん
で
龍
．
川

Ｉ

■
Ⅱ
■
！
■
Ⅱ
Ｐ
４
日
日
■
１
０
６
９
日
７
１
１
，
６
Ⅱ
ｂ
』
９

’
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王
に
手
み
え
・
家
芝
発
く
が
汽
栃
な
ら
ま
る
壬
申
理
す
。
（
王
の
）
天
人
こ
椥
蓬
聞
き
、
出
て
て
こ
桝
壷
抱

か
ん
と
す
。
正
に
煙
の
如
く
然
〃
．
こ
れ
灌
浦
剪
弓
に
堪
・
え
ざ
る
扇
リ
．

話
国
一
十
誉
本
『
祷
神
記
』
巻
十
六
に
昊
之
禁
王
と
ロ
呉
王
宍
差
⑦
む
す
圃
”
篝
菫
口
そ
の
恋
人
だ
が
、
夫

差
が
』
た
り
⑦
結
娼
芝
苛
ま
な
い
の
で
禁
王
が
死
例
⑦
だ
。

煙
仇
よ
っ
に
消
え
う
せ
る
の
歪
「
厘
花
不
嘔
剪
」
に
結
び
つ
け
る
の
は
尤
も
筍
Ｌ
い
が
・
禁
王
吋
墓
中
下
毫
菫

と
鋪
箔
し
た
の
だ
。
牛
三
、
な
か
筍
の
笄
″
下
灯
享
Ｖ
に
Ｌ
て
も
ま
ず
は
め
で
（
し
で
「
無
物
結
同
心
」
で
は
な
乢

埋
花
と
口
い
へ
〃
た
い
何
茂
言
う
で
『
文
選
』
範
昭
「
舞
鶴
頭
」
に
八
精
阿
丹
乏
含
ん
で
星
曜
、
肩
口
祭
乏
疑
弓

し
て
慢
華
Ｖ
と
あ
る
の
が
三
い
例
に
薑
す
る
よ
う
だ
。
こ
の
遅
筆
、
「
煙
の
ご
ど
菫
・
や
ぐ
」
と
一
ぐ
乙
訓
ず
ろ
の
一
ぐ

お
言
う
，
孫
遮
「
宿
雲
門
寺
閣
」
に
八
壱
閻
束
山
例
預
煙
花
家
外
幽
な
Ｕ
Ｖ
、
李
白
「
蕾
鶴
檮
送
孟
浩
然
之
之

儀
卜
に
八
故
人
西
の
か
淀
雲
霞
楼
を
辞
Ｌ
、
煙
尤
三
月
場
州
に
下
る
Ｖ
へ
壮
甫
「
瘍
舂
」
に
八
閏
霊
三
一
千
三
、
煙

花
一
万
三
Ｖ
は
い
す
洞
も
か
す
み
と
補
差
さ
す
ら
Ｌ
く
、
斎
藤
注
か
八
壱
が
す
む
抗
Ｖ
と
い
う
の
、
こ
こ
ら
の
岡

芝
頚
毫
し
て
の
こ
と
か
し
し
打
ぬ
・
社
甫
「
清
明
」
に
八
秦
城
楼
閣
埋
一
北
の
事
、
漂
生
山
河
講
輯
中
Ｖ
ぼ
票
華
と

い
う
ぼ
と
⑦
章
で
あ
言
う
．
晩
髻
の
毒
酒
が
「
雷
怨
」
に
八
塞
上
に
煙
花
な
Ｌ
、
事
ぞ
妻
が
顎
色
を
喝
わ
に
Ｖ
は

族
草
堂
『
、
す
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
篁
肺
ぞ
制
令
の
い
ず
桐
か
と
共
逼
す
る
使
い
か
た
宝
し
て
い
ち
の
だ
云
う
か
・

雪
は
「
藷
小
小
歌
」
以
外
の
作
品
で
「
煙
」
（
ま
た
、
「
烟
」
）
宇
差
四
十
六
回
使
用
Ｌ
了
い
了
、
「
け
む
型

「
水
雲
一
重
（
雲
・
霧
，
雷
・
露
写
ど
）
「
ぽ
こ
〃
」
な
ど
の
童
で
「
煙
」
と
い
う
字
が
ご
く
普
遍
に
久
々
の

呉
壬
に
竈
〃
、
其
の
事
を
説
く
。
王
-
大
瘤
Ｌ
、
蓋

旧２７ 807



一

で
用
い
ら
打
ろ
壽
歌
内
容
で
あ
る
．
「
籔
小
小
歌
」
の
ば
あ
い
も
た
ぶ
ん
同
橇
で
あ
弓
う
・

間

■

「煙花」口前掲の語詩人の例一ぐぽ一言のものン一天、詞るび、雪な「榎」字至便、つぼ編い春だけでな

く
秋
と
結
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
「
薪
小
伽
歌
」
の
煙
詑
蚕
八
言
が
す
む
死
Ｖ
と
い
う
の
ぼ
問
謂
で
弱
言
う
。

Ｄ

す
い
ヤ
》
・
蚤
う
ス
「
〆
-

ん
周
辺
；
し
た
が
、
「
僅
症
，
一
郎
三
）
洞
だ
と
い
，
い
つ
ろ
ほ
ど
に
限
局
決
定
し
つ
る
毒
素
を
見

凸

、ノ

う
け
な
か
う
た
〃
害
の
「
｜
燈
」
字
の
庚
宗
法
か
今
率
-
ゞ
ぅ
一
、
、
「
も
や
に
「
「
．
壬
拭
た
死
」
涙
ろ
い
ぼ
詞
霧
⑦
よ
う

９

ｂ

ｌ

ワ
花
」
迄
い
う
廟
と
璽
罵
に
と
ろ
の
か
お
足
や
ひ
て
覇
ス
〆
ラ
．
か
御
は
「
垣
」
零
．
価
値
三
否
定
す
る
方
向
で
は

■使
う
て
い
写
い
か
ら
「
土
詑
烟
賭
」
と
ｒ
・
『
罰
ぱ
〒
ぐ
、
縄
気
が
す
る
。
誇
昭
の
諦
引
の
句
の
少
し
後
に
八
煙
交

９

零
疑
「
了
毛
臺
な
一
一
、
が
ご
と
く
、
震
去
〃
-
両
這
う
一
-
、
垂
海
す
べ
か
島
子
Ｖ
と
い
，
Ｍ
・
李
臺
の
注
に
王
制
は
、
語

ｊｌ鶴
岡
／
宅
謂
と
同
色
㈲
煙
霧
に
あ
た
ぼ
漬
え
一
-
な
く
な
一
。
竃
-
一
》
う
下
嗣
″
・
銅
風
が
や
め
ば
そ
⑦
色
が
い
主
Ｖ
ょ
浄

し

Ｏ

が
庭
い
、
ピ
い
一
ノ
ぼ
ど
鰯
・
壽
．
異
が
「
獄
辱
霞
壱
鐺
毒
釡
．
』
の
旬
乏
も
つ
以
上
箒
の
作

■

Ｇ ■

らか一い、ことば一Ｌつく！｝

・へ可一Ｊ

差
議
尻
し
て
い
た
こ
と
ば
朝
烏
か
下
、
幻
願
”
’
二
・
に
藻
貢
還
一
よ
〃
心
蕉
か
陳
詞
弓
獅
掘
蚕
イ
〃
メ
ジ
乏
幽
霞
煙
花
に

坊
排
す
弓
蘇
小
小
に
杉
｝
．
・
蔵
か
『
-
た
ほ
子
癒
享
．
い
、
→
-
、●

①

煙
花
乏
幽
請
と
詩
立
志
ご
-
-
１
言
逼
轌
嗣
万
宮
ぐ
悪
萩
寸
弓
嗣
陣
．
一
一
ゞ
・
妻
経
噌
冥
一
勺
蘂
芝
対
立
」
、
楚
詳

口

一々間シ

メンー謹葡乏目唐Ｌで凶采、伝綻の』雲三一と淀か今．苓獅何〉一，、識で篝（延壼中でも伴奏のよ、うに篶

一
、
』
〆
１
１
７
『
ｖ
〈

６１９１．←仙
了
-
、
｝
た
葛
つ
が
・
言
纒
に
と
二
ｉ
、
の
幽
濁
が
彊
神
の
ｃ
・
そ
む
湯
前
で
編
『
た
ｒ
弓
に
．
害
に
と
う
一
ｔ
②
幽
繭

Ｑつ
Ｉ

舌
Ｅ
誌
小
川
の
Ｕ
ぞ
む
場
鮪
万
一
筍
ぼ
、
篝
の
「
淫
死
」
萱
・
値
の
「
識
塗
の
蔀
烈
・
寄
簿
の
琉
芳
」
例
微
喬
と

。

Ｌ

と
，
一
△
〕
鷹
含
『
一
。

《
〆
今
と
①
一
ぐ
打
宣
し
ワ
い
。

Ｌ

、

毎

お
ロ
じ
く

と
ら
侭
含
『
あ
う
し
一
》

《

６

℃

お
画
じ
く

①．

『
誘
媛
-
甘
崇
」
に
い
つ
．

』河口一環一

ｒ』５Ｆ←ｒｆ，卜心Ｒ６註、！。，-１１０㎡-ｔ-言ＰＤ〃ＰＬＤ詮す-Ｆ真で虐呼建酢陵壁ｒ″レニド嗽・．寺←ｌ-ｂ・腓，。・心３，Ｐ

Ｆ〃．、、鼠。。．←←、。醒〆二弾一誤浮亨謝。．←、←患４？
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＝

罰温謝恩繩噌欝…増摺噌痩鰯墳驚驚驚驚蕊議鴬驚驚鴬篭脅鳶薑鳶豊蕊驚鴬灘霞鴬鶏

ろ
万
》
」
と
勺
涙
う
匠
の
だ
、
と

「
調
，
｜
阿
ラ
剪
」
と
お
な
じ

、
毒
。
￥
狐
．
な
ら
は
「
一
浬
流
不

と
い
う
⑦
Ｔ
は
な
い
だ
言
う
か

召
値
所
衰
召
伯
き
ず
の
這
去
獄
一
波
と
ご

召
伯
浦
、
嵩
公
旦
と
共
に
眉
的
痢
王
差
た
す
け
辰
召
公
・
美
．
召
公
が
獅
邑
を
巡
行
Ｌ
淀
と
手
、
カ
タ
-
一
〃
シ
の
木

の
下
一
ぐ
再
々
の
訴
え
を
聴
き
裁
決
し
た
の
で
、
人
々
が
そ
の
憲
政
を
憲
二
！
．
〉
言
の
木
に
そ
の
人
壷
Ｌ
②
び
「
剪

蘇
小
小
の
恋
ロ
燕
槻
結
周
灯
で
完
成
の
可
能
性
ぼ
現
任
に
も
未
来
に
も
蠕
い
。
し
か
し
過
去
に
お
い
て
口
賓
涙

ろ
い
口
寺
例
に
例
た
ら
の
乏
示
さ
桐
た
の
で
お
ズ
う
・
予
価
が
暇
迂
乏
恋
に
為
言
び
い
灰
の
で
あ
ろ
う
。
〒
の
震

あ
る
い
、
蓑
に
似
た
も
⑦
口
涜
ズ
て
も
、
そ
の
何
か
川
の
死
は
①
二
つ
了
い
ろ
。
予
価
が
幽
雷
煙
花
で
あ
一
今
ラ
、

幽
霞
煙
托
も
ま
た
同
心
菱
諸
成
く
ま
籾
で
は
な
い
．
死
ん
だ
蕊
小
小
の
体
Ｄ
死
に
宍
抓
ず
に
六
ま
よ
う
魂
晩
一
口
が

そ
う
で
あ
る
よ
、
つ
一
卜

〉マ制令び同町を結ぶべ菫、もの下ワ竺一と口沢椚よ〃も蕎小小が、富々
知ラマいろ一左で高ろ。

疲
互
は
窯
菟
無
知
の
側
立
で
は
な
い
．
-
醒
め
た
理
性
ｎ
．
互
芝
琴
中
に
｛
、
、
ご
可
逃
げ
た
舅
が
。
か
れ
乏
待
つ
蛍
の

も
と
に
金
斡
際
帰
ヲ
了
察
な
い
こ
と
を
．
篭
〃
つ
く
Ｌ
了
い
ろ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
醒
め
た
哩
住
な
ん
ぞ
の
忠

窒
に
盲
蓬
傾
け
か
ね
る
癩
い
が
、
万
に
一
つ
も
あ
〃
え
掴
か
楓
の
や
つ
了
宋
ろ
時
を
待
ち
．
か
打
の
耒
例
の
が
天

勿
調
洲
伐
嫡
乙
な
倒
す
な

た
の
だ
、
と
い
わ
打
ろ

と
お
な
じ
。
亘
勢
ろ
な
」

弓
淫
流
不
堪
剪
」
も
ま
一
に

◎

｡

卜一寸

｡

●

と
は
、
雪
ろ
に
忍
び
誠
Ｖ
か
今
Ｔ
、
雲
の
「
正
月
」
の
「
不
堪
逝

「
甘
箏
’
一
に
詞
獅
石
亨
か
杁
」
と
い
、
「
／
・
万
向
で
、
雪
ろ
に
忍
び
可
い
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